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2広報 平成 年 月 日なかがわ 21 12 10
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須
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
議
会
議
長（

年）

平
成

年

月

那
珂
川
町
議
会
議
員

（

期
・

年）

那
珂
川
町
議
会
議
長

（

月）

平
成

年

月

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
議
会
議
長（

年）

平
成

年

月

那
珂
川
町
長
就
任

7

5
3

5

5

2

6

1

5

22

2

47

5

2

10

1113

11

1517

10

1821

11

こ
の
た
び

の

く
の

か
ら

の
ご

を
い
た
だ
き

の

に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

に

に

う
と

に

あ
ら
た
め
て

の

さ
を

し

の

に

え
る
べ
く

で

に
あ
た
っ
て
い

く

を

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

の

や

の

に
よ
り

し
い

を

な

く
さ
れ
て
い
る
な
ど

を

り

く

は

こ
れ
ま
で

の

が

め
ら
れ
る

に
あ
り
ま
す

は

の

を

し

め
る
こ
と
が

と
な
り
ま
す

そ
の

で

の

が

し

り
を

じ
な
が
ら

で
き
る
よ
う

の

や

の

の

な
ど

バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
が

で
す

そ
の
た
め
に
は

の

に

の

や

を

し

そ
れ
ぞ
れ
の

を

か
し
な
が
ら

み

ん
な
で

え

す
る

の
ま
ち
づ
く

り
が

と

え
て
お
り
ま
す

が

や
さ
し
さ
と

あ
た
た

か
さ
と

の
あ
る

る
い

で
あ
り

け
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こ
と
を

い

の

と
と

も
に

の
も
て
る
ま
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づ
く
り
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く
し
て

り
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で
あ

り
ま
す
の
で

の

の
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ご

を
お

い
し

の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す

、

町
民

多

方
々

支
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、
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珂
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町

町

長

就
任
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誠

光
栄

思

同
時
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任

重

痛
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全
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迷
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。
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3 広報 平成 年 月 日

永
森
正
俊
教
育
委
員
会
委
員
長

任
期
満
了

伴
、

月
議
会

定
例
会

同
意

得、

田
榮
順
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小
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就
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4広報 平成 年 月 日

消
防
団
員

永
年
勤
続

退
職

方
々
、

消
防
庁

長
官

賞
状
及

銀
杯

贈

。

（
敬
称
略）

※
役
職

退
職
時

階
級、

（
）

勤
続
年
数

分
団
長

磯

忠
夫（

）

分
団
長

大
久
保
勝
夫（

）

分
団
長

益
子

章
一（

）

分
団
長

小
峰

直
人（

）

班
長

平
山

昭
一（

）

分
団
長

金
井

栄
治（

）

部
長

和
地

誠
治（

）

部
長

戸
部

道
安（

）

団
員

角
田

信
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）

班
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克
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分
団
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米
田

浩
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）

部
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博
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）

班
長

畠
山

重
治（

）

副
分
団
長

露
久
保

昭（
）

団
員

杉
本

正
寿（

）

班
長

和
知

英
明（

）

月

日、

宇
都
宮
市

開
催

栃
木
県
消
防
大
会

席
上、

県
知
事

次

方
々

消
防
功
労
者

表
彰

。

（

敬
称
略）

第

分
団
分
団
長

斎
藤

健
一

第

分
団
分
団
長

阿
久
津
俊
一

石
川

幸
男

第

分
団
部
長

大
門

正
美

第

分
団
部
長

石
川

一
夫

第

分
団
部
長

大
金

勝
則

第

分
団
部
長

大
森

英
夫

第

分
団
班
長

塚
原

隆
史

第

分
団
班
長

大
金

好
美

第

分
団
班
長

鈴
木

健
一

第

分
団
団
員

関

豊
文

第

分
団
団
員
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井

誠
之

第

分
団
団
員

齋
藤

久
志

第

分
団
団
員

星

一
明

第

分
団
団
員

亀
田

昇

第

分
団
団
員

永
井

拓
実

第

分
団
団
員

橋
本

穣
治

第

分
団
団
員

星

秀
和

第

分
団
団
員

小
森

圭

第

分
団
団
員

和
泉

賢
一

第

分
団
団
員

鈴
木

力
也

月

日、

馬
頭
小
学
校
校
庭

、

女
性
防
火

消
火
競
技

会

開
催

、

人

参
加

。

競
技
、

ｍ
先

火
点

指

揮
者

消
火
者

名

組

消

火
、

際

時
間

消
火
手

順

競

、

選
手

皆

、

懸
命

消
火
作
業

行

。

（

敬
称
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澤
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谷
川
初
江）

（

菊
池
喜
久
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・
関
谷

光
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（

若
色
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永
森

）
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れ
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た
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と
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5 広報 平成 年 月 日なかがわ 21 12 10
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8広報 平成 年 月 日

町

環
境

推
進

会
議

進

袋
削
減

目
的

製
作

募
集
審
査

会

月

日、

馬
頭
総
合
福
祉

開
催

、

金
賞

作
品

選
定

。

募
集

地
球
温
暖
化

、

人

応
募

、

点

出
品

。

金
賞

受
賞

作

品
、

学
官
連
携

行

宇
都
宮

・

専
門

学
校

加
工
・
修
正

、

使
用

。

、

県

月

始

袋
有
料
化

、

各
家
庭

配
布

、

買

物

際
是
非
活
用

。

、

受
賞
者

次

。

（

敬
称
略）

金

賞

吉
田
尚
美（

市）

銀

賞

星

和
真（
矢

又）

銅

賞

田
代

麻
衣（
小

川）

特
別
賞

小
祝

梓（

小

川）

同

阿
久
津
桜
祈（

小

川）

同

岡

典
子（

北
向
田）

同

郡
司

喜
恵（

小

川）

同

薄
井

礼
子（

小

川）

私

、

起

行
動

約

％
使

言

。

％

聞

、

％

話

使

。（

残

％

読
、

％

書

）

話

聞

、

相
手

信
頼

得

耳

傾

「

聴（
）

」

尋

「

訊

（
）
」

大
切

。

話

聞

、

内
容

力

点

偏

、

相

手

聞

思

限
、

聞。

大
切

、

相
手

言

事
柄

受

入

。

受

入

、

認

、「

言

」「

状
況

合

」「

理
由

」

聞

入

。

相
手

置

立
場

立

、
見

、
聞

、

感

感
情

受

止
、

理
解

、

相

手

伝

、「

聞

」

思

。（

例

、「、

辛

」
）

喜

人

間

。

批
判

、

感
情
的

否
定

、

事
実

都
合

変

、

話

。

、

聞

側

価
値
観

意
志

押

部
分

全
面

出

、
何

。「

何

言

聞

」「

失
敗

」

事
実

言

方

口
調、

態
度

反
発

、

「

言

訳、

耳

塞
、

、

落

込
、

」

、

両
者

違

助
長

。必
要

、

自
分

行
為

行
動

向

合
、

本
人

成
長

、

会
話

気
持

土
俵（

相
手

自
分

大
切

誠
実

率
直

対
等

）

作
大
切

。

中

「

話

」

割
合

多

「

聞

」

、
相
手

表
情、

態
度、

口
調

見

、

話

内
容、

立
場

気
持

理

解

、

高

技
術

自
然

身

、

一
度
自
分

振

返
、

高

「

聴

・
訊

」

意
識

、

家
族

互

尊
重

関
係

手
段

活
用

。

なかがわ

と

の
ま
ち
づ
く
り

が

め
て
い
る
レ
ジ

を

に

す
る
マ
イ
バ
ッ
グ

の
プ
リ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン

が
セ
ン
タ

で

さ
れ

な

ど
の

が

さ
れ
ま
し
た

デ
ザ
イ
ン

は

を
テ

マ
と
し
た
も
の
で

の

が
あ
り

が

さ

れ
ま
し
た

を

し
た

は

を

っ
て
い
る

メ
デ
ィ
ア

ア

ツ

で

さ
れ

マ
イ

バ
ッ
グ
の
プ
リ
ン
ト
と
し
て

さ
れ
ま
す

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ

は

で

か
ら

ま
る
レ
ジ

に
あ
わ
せ
て

に

し
ま
す
の
で

い

の

し
て
く
だ
さ
い

な
お

マ
イ
バ
ッ
グ
プ
リ
ン
ト

デ
ザ
イ
ン

は

の
と
お
り

で
す

さ
く
ら

た
ち
は

き
て
い
る
と
き

の

の

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

シ
ョ
ン
に

っ
て
い
る
と

わ
れ

ま
す

そ
の
う
ち

は

く
こ

と
に

を

す
こ
と
に

っ

て
い
ま
す

り

は

む

は

く

を

く
に
は

に

を

ら
れ
る
よ
う
な

を

け
る

き

く

と

ね
る

き

く

が

に
な
り
ま
す

を

く
と
き
は

ど
う
し
て

も

を
つ
か
み
と
る
ほ
う
に

が

っ
て
し
ま
い
ま
す
が

が

い
て
も
ら
え
て
い
る
と

わ
な
い

り

い
て
い
る
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん

な
こ
と

は

ま
ず
は

の

っ
て
い
る

を

け

れ
る
こ
と
で
す

け

れ
る
と
い
う
こ
と
は

そ
れ
を

め
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く

そ
う

っ
て
い
る

そ

う
い
う

に

っ
た

そ
う

い
う

が
あ
っ
た

こ
と
を
ひ

と
ま
ず

き

れ
る
こ
と
で
す

そ
の
と
き

が

か
れ
た

に

っ
て

た
り

い
た
り

じ
た
り
し
た

を

け

め

し
た
こ
と
を

き
ち
ん
と

に

え
て
あ
げ
れ
ば

い

て
も
ら
え
た

と

っ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う

え
ば

こ
う
ゆ

う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
ね

か
っ

た
ね････

な
ど

と
が
め
ら
れ
る
こ
と
を

ぶ

は
い
ま
せ
ん

す
ぐ

し
た

り

に
な
っ
て

す
れ

ば

を

よ
く

え
て
し

ま
っ
た
り

す
の
を
や
め
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

ま
た

く

の

や

を

し

つ
け
る

が

に

て
し
ま

う
と

の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

ど

う
せ

を

っ
て
も

い
て
も
ら

え
な
い

ど
う
せ

し
た
の

だ
か
ら

な
ど

よ
り

い

や

に

し
て

い

を

ぐ

ふ
て
く

さ
れ
る

ち

む

ひ
ね
く
れ

る････

な
ど

が
す
れ

う
の
を

す
る
だ
け
で
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

シ
ョ
ン
で

な
の
は

の

や

に

き

い

の

に
つ
な

が
る
よ
う

を
す
る

ち

の

も

も

に

し
た

で

で
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

シ
ョ
ン

を

る
こ

と
が

で
すコ

ミ
ュ
ニ
ケ

シ
ョ
ン
の

で

す
こ
と

よ
り

が

い

く
こ
と

は

の

な
ど
を

な
が
ら

の

や

ち
を

す
る
た
め

い

を

と

に
つ
け
て
い
る
も
の
で
す
が

も
う

を

り

り

ク

オ
リ
テ
ィ
の

い

く

く

を

し
て

ま
ず
は

か
ら

お

い
を

し
た

づ
く
り

の

と
し
て

し
て
み
て
く

だ
さ
い
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ

シ
ョ
ン
を

え
る

く

く
こ
と

の

を

け

め
る

が

す
た
め
の

を

つ
く
る

よ
い

づ
く
り
の
た
め
に

ー

考

◆
聴

・
訊

◆
相
手

話

受

止

力

◆
相
手

話

土
俵

◆

関
係

なかがわ2009-12.IPO 白青赤紫緑水黄黒 100線 45度 レベル2 PostScript 2009.12.7 17:46 8/18



9 広報 平成 年 月 日

少
量

洗
濯
物

毎
日
洗

、

洗
濯
機

容
量

合

洗
濯
回
数

少

方

効
果
的

。

年
間

削
減
効
果

・

㎏

杉

木

・

本
分

部
屋

片
付

掃
除
機

、

掃
除
機

使

時
間

短
縮

。

年
間

削
減
効
果

・

㎏

杉

木

・

本
分缶、

牛
乳

資
源

分
別。

素
材

箱

分

、

分
別

手
間

省

。

外
出
時

好

飲

物

入

水
筒

再
利
用

。

年
間

削
減
効
果

㎏

杉

木

・

本
分

人

年
間

使
用

手

提

袋
、

何

枚。

買

物

際

専
用

用
意。

出

際

小

折

常

携
帯

、

買

物
袋

不
要

。

、
極
力
避

、

無
駄

包

装

持

帰

。

家

帰

不
要

袋

作

際

、

再
生
・
破
棄

際

排

出

。

自
分

買

物

当

前

。

年
間

削
減
効
果

㎏

杉

木

・

本
分

昔、

小
梨

正
直

働

者

若
者

、

日、

山
仕
事

行

帰

。

初

、

村
人

若
者

行
方

心
配

、

世
間

忘

。

三
年

経

日、

若
者

帰

。

酒

酔

。

不
思
議

思

村
長

聞

、

若
者

「

夏

暑

盛
、

山
仕

事

、

急

眠

、
大

槻

木

根
元

眠

。

木

上

方

賑

声

聞

何

思

木

見
上

、

敷

枝
、

天
狗

二
人

酒

飲

。

私

気
付

天
狗

手
招

近

、

天
狗

「

俺

長

間、

真
面
目

仕
事

、

三
年
間

休

、

天
狗

休

場

休

。

前

働

、

一
緒

酒

飲

」

言

、

私

気

天
狗

飲

酒

味

試

思

、

天

狗

一
緒

酒

飲

。」

酒

。

天
狗

酒

下

降

、
池

水

何

言

汲

。

天
狗
、

水

呪
文

酒

。

天
狗

若
者

「

休

場」
「

呪
文」

他
人

教

口
止

。

若
者

天
狗

一
緒

酒

飲

、

目

覚

飲

寝
込

、

気

、

少

思

急

帰

。

村
長
、

話

思
、

若

者

「

場
所」

「

呪
文」

教

迫

、

天
狗

口
止

断

。

、

何
度

聞

、

村
長

寄
、

秘
密

教

、
突
然

風

吹
、
大

手

現
、

若
者

首
筋

掴

思

、

若
者

、

消

。

文
化
財
愛
護
会
会
員
福
嶋
正

なかがわ

の

を

う
よ

り
も

の

に

わ
せ

て

を

な
く
し
た

が

で
す

の

を

け
て
か
ら

を
か
け
る
と

を

っ
て

い
る

が

で
き
ま
す

のペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

パ
ッ

ク
な
ど
の

ご
み
は

し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う

ご
と
に
ご
み

を

け
て

お
く
と

の

が

け
ま

す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

に

き
な

み

を

れ
て

と

し
て
も

で
き
ま
す

の

が

で

す
る

げ

は

と

い

の

に
は

の
バ
ッ
グ
を

ひ
と
つ

ふ
だ
ん
の
お

か

け
の

に
は

さ
く

り
た
た
め

る
バ
ッ
グ
を

に

し
て
お
け

ば

い

は

に
な
り
ま

す
ま
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ト
レ

な
ど
も

け
て

な

を

ち

ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

に

れ
ば

に
な

る

や
ト
レ

は

る

に
も

す
る

に
も

を

し
て
い
ま
す

そ
ろ
そ
ろ

の

い

バ
ッ
グ
を

た
り

の

こ
と
に
し
ま
せ
ん
か

の

に

で

き

の

が
い
ま
し
た
が

あ
る

に

っ
た
き
り

っ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た

め
の
う
ち

は

の

を

し
て

お
り
ま
し
た
が

い
つ
し
か

か
ら

れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

そ
れ
か
ら

が

っ
た
あ
る

こ
の

が
ひ
ょ
っ
こ
り

っ

て
き
ま
し
た

し
か
も

に

っ

て
い
る
の
で
す

に

っ
た

が
ど
う

し
た
こ
と
か
と

い
て
み
る
と

は

の

い

り

を
し
て
い
る
と

に

く
な

り

き
い

の

の

で

っ

て
し
ま
っ
た

し
ば
ら
く
す
る
と

の

の

か
ら

や
か
な

が

こ
え
る
の
で

だ
ろ
う
と

い

を

げ
る
と

ふ
と
ん
を

い
た
よ
う
な

に

が

で

を

ん
で
い
た

に

い
た

が

き
す
る
の
で

づ
い
て
み
る
と

は

た

ち
は

い

に

を

し
て
い
た
の
で

の

み

を
も
ら
い

の

み

に
き

て

ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ

お

も
よ
く

い
た
そ
う
だ
か
ら

よ

か
っ
た
ら
こ
こ
で

に

を

ん
で
ゆ
け

と

わ
れ
た
の
で

も
つ
い
そ
の

に
な
り

が

む

っ
て
ど
ん
な

が
す
る
の

か

し
て
み
た
い
と

っ
て

と

に

を

ん
で
み
た

と
こ
ろ
が
こ
の

の
う
ま
い
こ
と

は

が
な
く
な
る
と

へ

り
て
い
き

の

に

か
を

っ

て

ん
で
き
た

つ
ま
り

は

に

を
か
け
て
う
ま
い

に

か
え
た
の
で
す

は

に

こ
こ
の

み

と

は

に
は

え
る
な
よ
と
か
た

く

め
を
し
ま
し
た

は

と

に

を

み

が

め
る
と
ま
た

ん
で

ん
で
し
ま
い

そ
の
う
ち
に

が
つ
い
て

こ
れ
は

し
ゆ
っ

く
り
し
す
ぎ
た
と

い

い
で

っ

て
き
た
と
い
う
の
で
す

や
が
て

は

こ
ん
な
よ
い

に
あ
や
か
り
た
い
と

い

に

そ
の

と

を
わ
し
に

え
ろ
と

り
ま
し
た

が

に
か
た
く

め
さ
れ

て
い
る
の
で

り
ま
し
た

し
か

し

も

く
の
で

の

そ
ば
へ

り

そ
の

を

え

よ
う
と
し
た
と
た
ん

ご
う
っ

と

が

き

き
な

が

れ

の

を

ん
だ
か
と

う

と

と
も
ど
も

ど
こ
か
へ

え
て
し
ま
い
ま
し
た

21 12 10

10

1958

（

財）

省

「

家
庭

省

大
事
典」

、

環
境
省「

人、

日、

㎏
私

宣
言」

、

全
国
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

「

家
庭

取

組

項
目」

引
用

エ
ネ
ル
ギ

セ
ン
タ

の

エ
ネ

め
ざ
せ

の
チ
ャ
レ
ン
ジセ

ン
タ

で

で
き
る

り

み

よ
り

ー

ー
ー

１

１

１

10

１

０

７

３

８

０

３

１

４

１

１

２
３
０

４

２

ー

ー

ゆ
く
え

む
ら
お
さ

つ
き

せ
ま

■
洗
濯
物

洗

■
部
屋

片
付

掃
除
機

■

分
別

徹
底

廃

■
買

物

際

持

歩
、

包
装

少

品
物

選

は
ま
と
め

い
を
し
ま

し
ょ
う

を

け
て
か
ら

を
か
け
ま
し
ょ
う

ゴ
ミ
の

を

し
て

プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま

し
ょ
う

い

の

は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

ち

き

の

な
い

を

び
ま
し
ょ
う
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10広報 平成 年 月 日

僕 通 小学校 、 年生 授業 校内
畑 野菜 種 蒔 、育 。 頃 、
野菜嫌 僕 野菜 食 、家庭菜
園 。環境破壊 警告 「沈黙
春」 出版 数年 、当時 一般常識 反
僕 有機栽培 、自宅 庭 隅 様々 野

菜 育 。
来日 年間、 ー 生活 長
、鉢 ー 少 野菜 育

出来 、「畑」 趣味 保留 。
、今年 夏 畑付 家 住 、

再 、畑作 本格的 。
「畑」 、雑草 立派 伸 、埋

立 元 田圃 、土 何
考 。

、 場所 家 基盤 最適 、畑
作 僕 、大 苦労 及 。
、掘 掘 大 石 出 ！

、寒 前 下準備 試 植 専念

、来年 春 本格的 頑張 予定 。
一方、野菜以外 収穫 。引 越

頃、僕 挨拶 返事 人 多
、毎週末 畑 働 多 通行人

話 色々 会話 近所 ー ー
売 珍 品種 野菜 有機栽培 作 、
会話 。 買 過 苗 球
根 近所 方 裾 、市街地
意外 近所 隠 農家 多 。
海外 生活 環境 違 、母国 楽

思 通 出来 。言葉 通
生活習慣 経験 浅 、情報提供 権限 周

手 。自分 自分
。 構造障害 海外生活 問題

、日本 田舎 住 僕 、
現 。

、畑 貴重 役割 果 。肉体労働
解消 、発芽 実 待 忍耐 学 、

新鮮・安全 食材 作 、 町 築 上 農家
気持 少 理解 、 自分 生活

。命 米 野菜 栽培 農家 方々
比 物 、知識 試 努力 分

自然 任 思 。
畑 立 、 違 角度 那珂川町 再発見

。

虐待 起 背景 人間関係上 問題 要因 、認知症 寝 方 対 「介護疲 」

介護負担 関 割合 多 。虐待 「 方」 、 、「 方」 自

分 責 、 思 。

介護、高齢者虐待 相談 那珂川町地域包括支援 ー（ ）
那珂川町健康福祉課高齢福祉係（ ）

なかがわ

が っていた では の で の
で の を き てたりしました その から

いの は を べられるようになり
づくりにハマりました を した

の が され がたち の に し
て は にこだわり の の に な
を てるようになりました

してから アパ トでの が かった
ため やフラワ ボックスなどで しの を て
ることしか ず の が となりました
しかし の から きの に むことができ
び りが にできるようになりました
その は が に びていましたが

め てられた の だったので は とかなると
えていました
しかし その は の に でしたが を
りたい には きな を ぼしました とにか

く っても っても きな ばかり てきます と
りあえず くなる までに と し えに

し の から に る です
の がありました っ したば

かりの の にびっくりして しない が
かったのですが に で くと くの が
をかけてくれ､ な ができます｡ のス パ
で っていない しい の を で れば

のネタにもなります うっかり い ぎた や
などを の にお わしていると なのに
と に れ が いことがわかりました
で をすると はもちらん い で

しんでいたことは い りに ないです が
じても の が く の は り
の にあります が らしくなくなりやすいで
す このような は の だけでない
ですが の に んでいる にとって しばし
ば れるチャレンジです
そのため は な を たします

でストレス もでき と りを つ も び
な を り この を き げた の

ちを しでも でき それに らしく で
きます がけで や を している の
には べ になりませんが を し した を

に せることにはやりがいがあると います
に って また う から を で

きました

が こる には の などの がありますが や たきりの に する れ

など に する も くなっています を された はもちろん つい してしまった も

を めて とてもつらい いをします

の は センタ

21 12 10

19

第 話14 「畑外交」

２

９６－２１６１
９２－１１１９

○ 自身 、一番身近 『大切 人』 接 方 一度、見直 。

○虐待 当事者 気 。 近所 方 声 合 虐待 予防

、何気 毎日 声 合 願 。

ご の で な への し をもう してはいかがでしょうか

をしている は づきにくいものです ご の が をかけ うことにより の につながる

ことがありますので ない の のかけ いをお いします
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執
念

一
匹

追

蝗
捕

馬

頭

塚
原

廣

冬

牡
蠣
養
殖

湾

松

野

鶴
川

良
子

蟷
螂

雄
動

松

野

青
木

俊
蓉

秋

暮
朝
日
連
峰

馬

頭

佐
藤

栄

落

鮎

八
溝
嶺

雲
堰

止

小

川

和
泉

断
崖

白

岩
肌
鳥
渡

谷

田

荒
井

大
作

廃
納
屋

瓜

実
赤

縄
暖
簾

小

口

影
沢

黄
昏

寂

心

来

職

家

若
者
思馬

頭

佐
藤

節
子

掃

落
葉

思

一
世

終

人
和

見

小
高

歌
子

嫁

手

向
日
葵

植

咲

花

朝

夕

眺

平
安

小

川

郡
司

喜
恵

ゞ

等

之

居

下

秋
思

朝

夕

小

川

森
島

子

庭
芝

夫

苅

縁

座

見
片

平

磯
部

千
代

山
道

車

世
迷
言

大
山
田
下
郷

佐
藤

有
紀

敗
戦

傷

癒

基
地

島

大

内

郡
司

正
幸

店
仕
舞
原
価

割

処
分

小

川

平
澤

照
雄

線
香

煙

愚
痴

聞

谷

田

岡
崎

甫
子

台
所
忘

和

主
婦

旅

小

砂

笹
沼

季
子

人
生
面
白

薬

利

大

克
明

なかがわ

の

を

ふ

り

め
く
や

の

し
づ
か

じ
つ
と
し
て

の

か
ざ
る

の

し
づ
も
れ
り

ち

や

は

き

め
し

す
み
を

の

き

る

に
か
ら
す

の

あ
か
と

の
ご
と
た
れ
さ
が
り
た
り

よ
し

に

し
き

た
ぎ
つ

る

な
く

な
き

え
ば

き
よ
す
る

に
ひ
し
と

う
な
り

を

え
し

も
か
く
や
と

が

に

を

ゑ

く

を

に

べ
の

め

す

め

も

を
あ
さ
り

る
の
き

に

わ
す
る

な

な
を

テ
フ

を

は
た
ち
ま
ち

り
お
で

に

り
て
し
ば
し

つ
め
い
る

で

が
た
ご
と

の

ま
だ

え
ぬ

の

を

っ
て

す
る

の

が

を

い
て
く
れ

れ
て

む

の

で
こ
ぼ
こ
が
あ
っ
て

い

21 12 10

山
崎
豊
子

著（

新
潮
社）

男

、
圧
倒
的

力

相
手

戦

続

。

、
登

場
人
物

名
前

込

深

意
味

・
・
・。
戦
後

時
代

節

目
節
目
、
作
家

何

考
、
何

取
材
、
何

伝

。

戦
争
三
部
作

最
新
作

山
崎
文
学

謎

解
、
待
望

全
三
巻

、
第
一
弾。

和
田

竜

著（

小
学
館）

一
五
五
六
年。
戦
国

大
名

未
成
熟

時
代。
勢
力
図

拡
大

続

戸
沢
家、
児
玉
家

両
雄
、

開
戦

避

状
態

。

中、
左
構

鉄
砲

才
能

発
揮

少
年
・
小
太
郎
、
両
陣

営

命
運

握

。

「

城」

作
者

放
、
新
・
戦
国

第
二
弾。

菊
地

美

著（

講
談
社）

、

入

好

？

形

？
私

当

前

毎
日
入

、

長

歴
史

。

昔

形

、

人

入

。
見

見

、

歴
史

！

／／／

『

作
家

使
命
私

戦
後』

『

小
太
郎

左
腕』

『

絵

見

歴
史』

の

の

の

で

る
お
ふ
ろ
の

な
ぜ

た
ち
は

な

を

に

い

け
る
の
か

タ
イ
ト
ル

の

に

め
ら
れ
た

い

と
は

と
い
う

の

で

は

を

え

を

し

を

え
よ
う
と
し
た
の
か

か
ら

ま
で

の

を

く

の

シ
リ

ズ

の

が
い
ま
だ

の

を

し

け
る

の

は

も
は
や

を

け
ら
れ
な
い

に
あ
っ

た

そ
ん
な

え
の

で

を

す
る

が

の

を

る
こ
と
に
な
る

ベ
ス
ト
セ
ラ

の
ぼ
う
の

の

が

つ

エ
ン
タ

テ
イ

ン
メ
ン
ト

ひ
と

み
な
さ
ん
は

お
ふ
ろ
に

る
の
は

き
で
す
か

お
う
ち
の
お
ふ
ろ
は
ど
ん

な

を
し
て
い
ま
す
か

た
ち
が

た
り

の
よ
う
に

っ
て
い
る
お
ふ

ろ
に
も

じ
つ
は

い

が
あ
っ
た
の
で
す

の
お
ふ
ろ
は
ど
ん
な

を
し
て
い
て

ど
ん
な

が

っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か

れ
ば

る
ほ
ど
お
も
し
ろ
い

お
ふ
ろ
の

を
た
ど
っ
て
み
よ
う ー

ー

ー

◇『

聖
徳
太
子

密
使』

平
岩
弓
枝

著（

新
潮
社）

◇『

＆

』

野
中

柊

著（

角
川
書
店）

◇『

人

』

白
石
一
文

著（

祥
伝
社）

◇『

切

』

山
本
一
力

著（

文
芸
春
秋）

◇『
』

小
川

糸

著（

社）
◇『

製
鉄
天
使』

桜
庭
一
樹

著（

東
京
創
元
社）

◇『

＆

』

藤
代

泉

著（

河
出
書
房
新
社）

◇『

兄
弟』

東
郷

隆

著（

講
談
社）

◇『

男

道』

上
野
千
鶴
子

著（

法
研）

◇『

天
才

歳
』

横
峯
吉
文

著（

社）

◇『

安
全

産、
安
心

産』

河
合

蘭

著（

岩
波
書
店）

◇『
労
働
基
準
法』

中
村
俊
之

著（

社）

◇『

頭

体
操
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ』
多
湖

輝

著（

光
文
社）

◇『

面
接
試
験

模
範
的
答

方』

正
一

著（

社）

の

シ
ュ
ガ

ス
パ
イ
ス

ほ
か
な
ら
ぬ

へ

い
か
ず
ち

り

フ
ァ
ミ
リ

ツ
リ

ポ
プ
ラ

ボ

ダ

レ
ス

セ
ン
ゴ
ク

お
ひ
と
り
さ
ま

は

ま
で
に
つ
く
ら
れ
る

ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

な
お

な
お

や
さ
し
く
わ
か
る

ナ
ツ
メ

の

で
の

え

ク
ロ
イ
ワ

ラ
イ
オ
ン

／

／

／
／

／

／

／
／

／

／

／
／

／

／

ー
ー

ー

ー

ー
10

俳

句

短

歌

川

柳
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12広報 平成 年 月 日

月

日

日

馬
頭

広
重
美
術
館

那
珂
川
町
文
化
祭

菊
花
展
、

日

日

小
川
総
合
福
祉第

回
小
川
菊
花
盆

栽
展

開
催

、

町

内

愛
好
家

皆

自
慢

作
品

展
示

。

月

日、

里
公
園

（

盛
泉）

地
元

盛
谷
協
議
会

中
心

、

第

回
紅
葉
・
新

開
催

。

益
子
盛
会
長

「

学
校
統
廃

合

寂

、

力

合

地
域

盛

上

」

。

会
場

、

地
元
特
産
品

販
売

新

、

豚
汁

店

出
店
、

谷
川
小
学
校
児
童

先

生

合
唱、

踊
、

歌
謡

盛

大

賑

。

月

日、

道

駅

開
設

周
年

祝

感
謝
祭

開

催

。

会
場

、
野
菜
直
売

、

小
砂
焼

米
粉

、

菓
子

地
元
特
産
品

八
溝

販
売

。

、

百
円
以
上

買

上

毎

進
呈

、

等

方

、

地
元
産

㎏

当

、

豪
華
賞
品

用
意

。餅

無
料
配
布

、

休
憩

訪

観
光
客

皆

大
好

評

。

月

日、

日

日
間、

町
総
合
体
育
館

文
化

秋

彩

書
道

文
芸、

写
真

展

示

、

町
内
外

見
学
者

賑

。

、

日

邦
楽
民
謡
舞
踊
祭
、

日

馬
頭
総
合
福
祉

歌
謡
祭

催

。

月

日、

小
川
公
民
館

第

回
児
童
館

開
催

、

小
学
生

中
心

約

人

参
加

。

岡
典
子
館
長

「

影
響

人
以
上、

負

、

元
気

遊

」

。

第

部

『

楽

遊

』

題
、

射

的、

輪
投

玉

昔

遊

体
験、

第

部

『
』

、

大
会

全
員
参

加

、

子

元
気

駆

回

。

なかがわ

か
ら

ま
で

で

が

か
ら

ま
で

セ
ン
タ

あ
じ
さ

い
ホ

ル
で

が
そ
れ
ぞ
れ

さ
れ

の

の

さ
ん
が

の

を

し
て
い
ま
し
た

な
ご
み
の

で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

が

と
な
っ
て

そ
ば
ま
つ
り
が

さ
れ
ま
し
たか

ら

で

し
く
な
り
ま
す
が

み
ん

な
で

を

わ
せ
て

を

り

げ
ま
し
ょ
う

と
あ
い
さ
つ

で
は

の

や

そ
ば

な
ど
の
お

が

し

と

に
よ
る

よ
さ
こ
い
ソ

ラ
ン

り

シ
ョ

な
ど
の

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で

い
に

わ
い
ま
し
た

の

ば
と
う
で

を

う

が

さ
れ
ま
し
た

で
は

の
ほ
か

や

パ
ン

な
ど

の

や

し
し
ま
る

コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
が

さ
れ
ま
し

た
ま
た

お

い

げ

に
ス
ピ

ド
く
じ
が

さ

れ

の

に
は

の

コ
シ
ヒ
カ
リ

が

た
る
な
ど

が

さ
れ
ま
し
た

ほ
か
に
も
つ
き
た
て
の
お

が

さ
れ
る
な
ど

に

れ
た

の

さ
ん
に

で
し
た

の

で

の

を

る

や

な
ど
が

さ
れ

の

で

わ
い
ま
し
た

ま
た

に
は
あ
じ
さ
い
ホ

ル
で

が

に
は

セ
ン
タ

で

が

さ
れ
ま
し
た

で

ま
つ
り
が

さ
れ

を

に

が

し
ま
し
た

か
ら

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の

で

の
キ
ャ

ン
セ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が

イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に

け
な
い
よ
う

み
ん
な
で

に

び
ま
し
ょ
う

と
の
あ
い
さ
つ

で
は

し
く

ぼ
う

と

し

げ
や
け
ん

な
ど
の

な
が
ら
の

び
を

の

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

で

は

じ
ゃ
ん
け
ん

や

の
ゲ

ム
を
す
る
な
ど

ど

も
た
ち
は

に

け

っ
て
い

ま
し
た
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13 広報 平成 年 月 日

月

日、

町
商
工
会
青
年
部

、

町
内

美
化
推
進

作
戦

実
施

。

馬
頭
商
工
会
館
前

出
発

約

名

参
加
者
、

馬
頭
市
街

地

周
辺
道
路

拾

活
動

。

同
青
年
部

野
祐
治
部
長

「

今
回
初

試

、

地
域

盛

上

、

全
国
統
一
、

同

日
同

時
間

一
斉

清
掃
活
動

、

全
国
青
年
会
議
所

中

提
案
、

今
後

続

」

語

。

月

日、

馬
頭
総
合
福
祉

、

南
那
須
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合

南
那
須
地

区
地
域
医
療

守

会

共
催

地
域
医
療
講
演
会

開
催

。講
師

那
須
南
病
院
長

関
口

忠
司
氏

、「

自
治
体
病
院

疲
弊

原
因

一

、

治
療

介
護

必
要

患
者

社
会
的
入
院

増
加
、

解

消

、

患
者

家
族

協
力、

地
域

受

入

体
制

整
備

必
要

」

話

。

町
内
外

集

約

名

参
加
者
、

地
域
医
療

今
後

、

真
剣

面
差

聞

入

。

今
年

回
目

迎

県
北

少
年
剣
道
大
会

月

日、

小

川
体
育
館

開
催

。

馬
頭
剣
道

少
年
団

大
嶋
稜
大
選
手（

馬
頭）

選
手

宣
誓

続
、

県
内

市
町

集

団
体

名

少

年
剣
士

、

日

鍛
錬

成
果

発
揮
、

各
会
場

熱
戦

繰

広

。

大
会
、

小
学

年
生

年
生

男
女
別

計

組

戦

行

、

那
珂
川

町

、

年
男
子
第

組
、

大
田
原
剣
道
少
年
教
室

所
属

佐
藤
寿
樹
選
手（

芳
井）

第

位

入
賞

。

月

日、

馬
頭
商
工
会

委
員
会
主
催

第

回
広
重
紅
葉

開
催

。
時
折、

雨

降

天
気

、

役
場
周
辺

歩

行
者
天
国
、

商
工
祭

訪

人
々

賑

。

午
後

時

、

馬
頭
広
重

美
術
館
周
辺

紅
葉

合

、

地
元
住
民

大
正
琴

行

、

多

方

楽

。

宇
都
宮

・

専

門
学
校

学
官
連
携

一
環

、

河
川
環
境
保
全

啓
発

壁
画

武
茂
川

古
館
橋

橋

脚

描

。

今
回

橋
脚

、

町
内

河
川
愛
護
団
体「

蘇

武
茂
川

友

会」（

座
間
淑
会
長）

呼

実
現

、

同

校

科

年
生

名

、

月

日、

日

日
間

作
成

。
、

描

縦

・

ｍ、

横

ｍ

枚

壁
画
、「

川」

訪

人

訴

。

なかがわ

で
は

の

の
た
め

の
ク
リ

ン
ア
ッ
プ

を

し
ま
し
た

を

し
た

の

は

の

の
ゴ
ミ

い

を
し
ま
し
た

の

は

め
て
の

み
で
し
た
が

を

り

げ
る
た
め
に
も

で

じ

じ

に

に

を
し
て
は
ど

う
か
と

の

で
も

し

も

け
て
い

き
た
い

と

っ
て
い
ま
し
た

セ

ン
タ

に
お
い
て

と

を

る

の

で

が

さ
れ
ま

し
た

の

の

か
ら

の

の

の

つ
は

よ

り
も

を

と
す
る

の

の

で

そ
の

の
た
め
に
は

の

の

で
の

け

れ

の

が

で
あ
る

と
の

が
あ
り
ま
し
た

か
ら

ま
っ
た

の

は

の

に
つ
い
て

な

し

で

き

っ
て
い
ま
し
た

で

を

え
た

が

で

さ
れ
ま
し
た

ス
ポ

ツ

の

の

に

き

か
ら

ま
っ
た

の

た
ち
は

ご
ろ
の

の

を

し

で
は

が

り

げ
ら
れ
ま
し
た

は

か
ら

の

で

の
ト

ナ
メ
ン
ト

で

わ
れ

か
ら
は

で

に

す

る

が

に

し
ま
し
た

ま
ち

づ
く
り

に
よ
る

ま
つ
り
が

さ
れ

ま
し
た

が

る
あ
い
に
く
の

で
し
た
が

の

は

に

れ
た

で

わ
い
ま
し
た

か
ら
は

の

ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
に

わ
せ
て

に
よ

る

や
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ

ト
な
ど
が

わ
れ

く
の

が

し
ん
で
い
ま
し
た

メ
デ
ィ
ア

ア

ツ

と
の

の

と

し
て

を

す

る

が

の

の

に

か
れ
ま
し
た

の

ア

ト
は

の

れ

の

の

び
か
け
で

し
た
も
の
で

ま
ん
が
ア

ト

が

の

で

し
ま
し
た

サ
ケ
や
ア
ユ

カ
ッ
パ
な
ど
が

か
れ
た

の

の

は

き
れ
い
な

を
ま
も
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う

の
メ
ッ
セ

ジ
を

れ
る

に

え
て
い
ま
し
た
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14広報 平成 年 月 日

災害時等 援護 必要 方
把握 、台帳整備 地
域 具体的 支援 図 、
「安心 住 地域」 目
指 要援護者実態調査 実施

。
那珂川町社会福祉協議会職員（調

査員証 携帯） 対象者 宅 訪
問調査 、 願

。
独居高齢者及 歳以

上 高齢者世帯
平成 年 月 日

健康福祉課
社会福祉協議会

次 場所 特 水道管 凍
凍結防止対策 下

。
①「 出 」 場所
②建物 北側 日 当 場所
③風当 強 場所

「 出 」 水道
管 蛇口 、保温材 毛布
巻 、 ー

保温 。
、 ー ー 内 、

発泡 ー 製 保温材 布切
ー 袋 詰 入

。

蛇口 開 、「水抜 栓」
締 、水 出 完了
。

電源 入 ？耐用年数
過 ？説明書
読 点検 。

蛇口 凍 、上
、

湯 。

ー ー 内 止水
栓 締 町指定給水装置工事事
業者 修理 依頼 。
工事費用 使用者負担 、漏
水 水道料金 急増
、減免措置 該当 場合

。上下水道課 連絡
。

上下水道課

放送大学 、平成 年度第 学
期（ 月入学） 学生 募集

。
放送大学 、 放送

利用 授業 行 通信制 大学
。働 学 大学 卒業
、学 楽 、様々

目的 幅広 世代、職業 方 学
。

心理学・福祉・経済・歴史・文学
・自然科学 、幅広 分野 学

。
平成 年 月 日

申込資料（無料） 下記
問 合 先 請求 。

放送大学栃木学習
ー

平成 年中 使用 農業用免税
軽油 免税証交付申請 受 付
。

①農業 営 農業用機械 軽油 使
用 人

②機械 使 作業全 委託 受
農作業 行 、農業用機械 軽

油 使用 者

① 円（新規・更新 ）

②印鑑
③免税軽油使用者証
④機械 詳細 （新規・
変更 ）

⑤免税軽油 引 取 等 係 報告
書及 添付書類（納品書）

⑥耕作面積 証明書（農業委員会
交付 ）

※機械 使 作業全 委託 受
農作業 行 場合 、上記

次 必要
。

⑦耕作（農作業受委託）証明書（農
業委員会 交付 ）

⑧農作業受委託 関 契約書 写

平成 年 月 日（水）
～ 日（木）
午前 時～正午
午後 時～ 時
小川総合福祉 ー

共生館 多目的集会室

農林振興課
矢板県税事務所

町民 皆様 広 意見 頂
、環境審議会委員 公募 。

人
委嘱 日 年間
日額 円

応募時 年齢 歳以上
歳未満 、次 条件 満 方

①町内 住所 有 方
②地方公共団体 議員 常勤
公務員 方

③昼間 会議 出席可能 方
所定 申込書（役場住民

生活課窓口 備 付 ） 必要事項
記入 、役場住民生活課

申 込 下 。
月 日～平成 年 月

日（郵送 場合 当日消印有効）
応募者多数 場合 、選

考 上、決定 。
住民生活課生活環境係

なかがわ

に を とする を
し することにより
における な を り
して める づくりを

すために を
しています

を が のお を
しますので よろしくお い

します
び

の
まで

のような は に が
りやすいので をして
さい

むき し になっている
の で の たらない
たりの い

むき し になっている
や に や などを
きつけ ビニ ルでぬれないよ

うにして しましょう
また メ タ ボックス には
スチロ ル の や

れなどをビニ ル に めて れ
てください

を け き をキッ
チリ め が なくなれば
です

は れましたか
は ぎていませんか をよ
く み してください

が ったときは からタ
オルなどをかぶせて ゆっくりと

ぬるま をかけてください

メ タ ボックス にある
を めて
に を してください

は ですが
により が したとき

は に する があ
ります に してく
ださい

では
の を してい

ます
は テレビなどの を

して を う の で
す きながら んで を し
たい びを しみたいなど
な で い の が
んでいます

など い を べ
ます

まで
は の

い わせ へご ください
セン

タ

に する
の を け けま

す

を み に を
する
を う ての を け

て を い に
を する

のみ

の がわかるもの
のみ

の き り に る
び

の で
するもの
を う ての を け

て を う には のも
ののほかに のものが になりま
す

で するもの
に する の

し

センタ す
こやか

の から く を くた
め を します

の から

の が
で の を たす

に を する
の または の

でない
の に な

の
に え け に

を のうえ まで
し んで さい

の は
の は

の します

21 12 10

75

22 31

0287 92 1119
0287 92 1294

0287 92 2002

22

22 28

028 632 0572

22

420

22

0287 92 1113
0287 43 2173

5,000
20

70

12 15 22
20

0287 92 1112

調査対象者

調査期間
問 合

凍結防止対策
・保温

・水抜 栓 締

・電熱 ー ー 点検

凍結 場合
・ 湯

破裂 場合
・町指定給水装置工事事業者 修理

依頼

水 資源 、節水
協力 。

問 合

出願期間
他

問 合

免税証 交付 受 人

申請 必要

受付期間

受付時間

受付場所

問 合

募集人員
任期
報酬
応募資格

応募方法

応募期間

選考方法

問 合

３

－ －
－ －

－ －

１
４

２

－ －

１ ６
７
９
１ ４

－ －
－ －

３
２

１

－ －

い わせ

しましょう

き を めましょう

ヒ タ の をしましょう

した
ぬるま をかけましょう

した
に

を しましょう

はかぎりある です に
ご ください
い わせ

その

い わせ

の を けられる

に なもの

い わせ

い わせ

要援護者実態調査 実施中

水道管 “凍結防止”対策
済 ？

放送大学 月生募集

農業用軽油免税証
交付申請受付

環境審議会委員 公募

を

の は
お みでしょうか

を します

4
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15 広報 平成 年 月 日

二
万
千
百
八
十
九
円

那
珂
川
町
文
化
協
会
歌
謡
部
様

十
万
円

伊
藤
博
康
様（

浄
法
寺）

二
万
五
千
七
百
十
円

㈲
益
子
建
築
㈱
関
東

合
同

代
表

益
子
義
弘
様

図
書「

生
命

対
話」

高
野
成
人
様（

馬
頭）

二
万
円

益
子
和
弘
様（

健
武）

八
千
円

匿
名（

回）

※家賃（ 除 ） 、
所得 応 、毎年度決定 。
入居決定時 敷金（家賃 月分）

。
月 日（月）～ 日（金）

設備・入居資格・申込方法
等 詳細 、 問 合 下 。

建設課管理係

平成 年 「寅（ ）年」
、干支 由来 、 人

関 合 歴史
紹介 。

平成 年 月 日
小川館
月曜日（祝日開館）、祝

日 翌日、年末年始（ ～ ）
要入館料（中学生以下 無

料）

竹 松 使 、親子
門松 組（ 個） 。

月 日（日）午前 時～正午
小川館
親子 組

円

送
年賀状 ー 展示
。素敵 年賀状 待
。

平成 年 月 日～ 日
小川館 ー

小川館 郵送 持
参（※返却 ）

風土記 丘資料館小川館

ＦＡＸ

町道三輪片平線 上記区間内 平
成 年 月 日 平成 年 月
日 工事期間中、交通規制 行

、 協力 願
。
、工事 進捗状況等 、

工事期間 変更 場合 。
建設課土木建築係

社会保険庁 廃止 、新
「日本年金機構」 ー 。
国民 皆 信頼 応 、一層
ー 向上 実現 目指 、社

会保険庁 組織・人員 一新 、
「日本年金機構」 生 変

。
現在 近 社会保険事務所
、新 「年金事務所」 名称

変 、年金相談 窓口
引 続 利用 。

所在地 変更 。
日本年金機構 設立 伴 、国民
皆 方 何 手続

一切
、 安心 。

なかがわ

フ

ズ

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
め
ぐ
る

ゆりがねハイツは く は
に じて します

に ヵ
がかかります

の は お い わせ さい

の とら にち
なんで の や トラと と
の わり いの についてわかり
やすく します

まで

の
は

や を って でミニ
をつくります

みなさんから っていただい
た をミニギャラリ に し
ます な をお ちしてい
ます

ロビ
まで または

はいたしません

なす の

の を
から

までの を
いますので ご をお いいたし
ます
なお の により

を する があります

が され たに
がスタ トします

の さまの に え
のサ ビス の を し

は を し
として まれ わ

ります
あるお くの

は たに と が
わりますが などの

として き きご いただけます
に はありません

の の い
の さま に らかの きをして
いただくことは ございませんの
で ご ください

21 12 10

12 14 25

0287 92 1118

22

22 31

12/28 1/4

12 20 10

10
500

22 31

0287 96 3366
0287 96 3340

- .

21 11 20 22 19

0287 92 1118

栃木県最低賃金

時間額 円685
栃木県最低賃金 平成 年 月

日 改正 。
栃木県最低賃金 、栃木県 区域

内 事業場 働 労働者
使用者 適用 。

詳 栃木労働局労働基準部賃
金室（ ） 問
合 下 。

先月号 ー 「中学生英語
ー 南那須地区大会」 記事 、
年生 部 最優秀賞 受賞者 、

荒川真由香 （馬頭中） 誤
。謹 詫 、訂正

。

松 丘 ＬＤＫ ～
〃 ＬＤＫ ～
〃 ＬＤＫ ～

古 館 ＤＫ ～
〃 ＤＫ ～

谷 田 Ｋ ～

ＬＤＫ （定額）

が
から されました

は の
の で くすべての と

その に されます
しくは

までお
い わせ さい

の ペ ジの
スピ チ の で

の の の は
さん の りで

した んでお びのうえ い
たします

ヶ

ゆりがね
ハ イ ツ

21 10

028 634 9109

17

8,600 13,900
8,800 14,600
10,500 15,900
9,900 22,800
12,700 29,300
6,700 15,400

47,000

１

－ －

３

２
２
２
３
３
３

３

お びと

なす の と
イベント

に う

が
からスタ ト

詫 訂正

町営・町有住宅入居者募集

風土記 丘資料館企画展
関連

道路改良舗装工事 伴
交通規制

「日本年金機構」
来年 月 日 ー ！

団地名 間取 入居時家賃（円）り

○
福
祉
基
金

○
図
書
館

○
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
金
庫

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

募集住宅

募集期間
他

問 合

開催期間
開催場所
休館日

他

内容

日時
会場
定員
参加費

内容

展示期間
会場
出品方法

問 合

問 合

問 合 住民生活課保険年金係

へ
へ

へへ

その

い わせ

その

い わせ

い わせ

い わせ

ー４
２
２

３

－ －

１

１ ２

１ ６

－ －
－ －

３

－ －

●冬休 小中学生向 展示会
「寅 考古学 」

● 門松

●年賀状展 案内

み け
を する

ミニ づくり

のご

E mail info@nasufudoki com

0297 92 1112－ －

1 1
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16広報 平成 年 月 日なかがわ 21 12 10

「児童館」
12 16 1 15月 日～ 月 日

休のお み
開館時間 午前 時～午後 時

共通： 月 日（水・祝）、 月 日（月・祝）
年末年始休館： 月 日（月）～ 月 日（月）

月 日（月）
月 日（火）

月 日（金）、 日（金）
月 日（金）、 日（金）

９ ４
０２８７－９６－３１０９

１

１ １ ８

日 月 火 水 木 金 土
12/16

1/1

17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

10 11 12 13 14 15

2
3 4 5 6 7 8 9

なかよしひろば

チャレンジクッキング

クリスマス

のあそびをしよう

みお しみ

け

お を しもう

メリ ･フラワ ･クリスマス

たまごのクリスマス

ボランティアのおはなし

たのしい と しばいの

・ 月 日 金）午前 ～
会 。 楽 。

・参加費 円 ・参加申 込 月 日 水

・ 月 日 土）午前 ～
菓子『 ー ー 』 。

・参加費 円 ・持 ・三角巾
・参加申 込 月 日 木

・ 月 日 水）午前 ～
友 誘 、 楽 ー ー ！

・参加費 円 ・参加申 込 月 日 土

・ 月 日 金）午後 ～
学校 帰 、 ー 、 、 、

玉 ！ 。

・ 月 日 月）午前 ～
友 誘 参加 。

・参加費 無料 ・参加申 込 月 日 水

・ 月 日 月）午後 ～
正月用 花 生 。会員 方 大歓迎！

飾 新年 迎 。
・花代 円

・ 月 日 木）午前 ～
福笑 、 、 正月 。

抹茶 和菓子 。
・参加費 無料 ・参加申 込 月 日 火

・ 月 日 土）午前 ～
・内容 ー映画「 ー ー」

見 来 。

・ 月 日 日）午前 ～
・場所 馬頭図書館 視聴覚室 ・講師 小野里優子氏
・募集人数 名（先着順）・参加費 人 円
・申 込 馬頭図書館（ ）
自分 飾 ！

・ 月 日 木）午前 ～
・場所 馬頭総合福祉 ー 和室

ー 楽 会 。
親子 一緒 越 。

・ 月 日 日）午前 ～ ・場所 小川公民館 階
・ 月 日 土）午後 ～ ・場所 馬頭図書館

昔 絵本
紙 呼 。

・ 月 日 木）午前 ～ ・場所 馬頭図書館 視聴覚室

・ 月 日 水）午後 ～ ・場所 馬頭図書館 視聴覚室
「野火」 大岡昇平 著

12 18 ( 10:00

150 12 16 ( )

12 19 ( 9:30

50
12 17 ( )

12 23 ( 10:00

100 12 19 ( )

12 25 ( 2:00

12 28 ( 10:00

12 23 ( )

12 28 ( 1:30

1,000

1 7 ( 10:00

1 5 ( )

1 9 ( 9:30

12 13 ( 10:00

15 900
0287 92 5015

12 17 ( 10:30

12 20 ( 10:30
1 9 ( 2:00

1 7 ( 10:30

1 13 ( 1:30

クリスマス をしよう お しみプレゼントもあります
し み まで

クリスマスのお スノ ボ ル をつくります
ってくるもの エプロン

し み まで

お だちを って みんなで しくパ ティ しよう
し み まで

から ってきたら ベ ゴマ あやとり おはじき
けん などであそぼう おやつタイムもあります

お だちを って してください
し み まで

お のお を けます でない も
きれいに って を えましょう

い かるた すごろくなどお あそびをしよう
おやつはおいしい と です

し み まで

ディズニ ウォ リ
みんなで に てね

し み
だけのクリスマス りをつくってみよう

センタ
ボランティアグル プたまごの しいクリスマス です

でご にお しください

おはなしじょうずなボランティアさんが ばなしの や
しばいを んでくれます

テキスト

会

昔

冬休 楽 会

生 花教室

正月 楽

映画会

工作教室「 ー ー 」

会

婦人 会

絵本 紙 会

読 書 会

参加 方 会員以外 月 日 火 申 込 。したい は までに し んでね( ) 12 22 ( )

1
－ －

2

／

小 子 会 。親子 一緒 越 。

和 雰囲気 語 。興味 方 気軽 。

さいお さまのためのおはなし です でご にお しください

やかな で りあっています のある はお にどうぞ

今
月
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貴
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話

大
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15

28
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96

2
8
92

ー
ー

馬頭図書館・小川図書館 休館日の （ ～ ）12/16 1/15

12 23 11
12 28 1 4

12 21
12

12 18 25
15

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日
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17 広報 平成 年 月 日
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正
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健

武

荒
井

信
一

（
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健

武

武
藤
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）

矢

又

石
澤

（
）

和

見

野
田

（
）

和

見

酒
主

勇
男

（
）

小

口

深
澤

健
二

（
）

北
向
田

齋
藤

武

（
）

久
那
瀬

鈴
木

文
子

（
）

松

野

戸
部

文
子

（
）

盛

泉

岡

（
）

大

内

屋
代

丹

（
）

小

川

江

輝
男

（
）

小

川

川
俣

勇
一

（
）

吉

田

小
杉

（
）

三

輪

伊
藤

（
）

浄
法
寺

大
森

（
）

浄
法
寺

※
掲
載

希
望
者

。

月

日～

月

日

受
付
分

敬
称
略

（

氏

名）（

父
母

名）（

住
所）

（

氏

名）
（

年
齢）

（

住
所）

月

半

、

寒

厳

。

、

新
年

迎

準
備

始

。

小
川
館

、

冬
休

小
中

学
生
向

展
示
会「

寅

考
古
学

」

開
催
中

。

来
年

十
二
支
動
物

、「

干
支」

由
来
、

人

関

、

考
古
・
歴
史
・

民
俗
資
料

紹
介

。動
物
園

図
鑑

見
慣

動
物

、

野
生

日
本

棲

。

、

中
国

朝
鮮
半
島

大
陸

広

生
息

。

強

恐

動
物

、

古
代
中
国

優

神

獣

、

四
方

守

四
神

（
青
龍
・
朱
雀
・
白
虎
・
玄
武）

白
虎
、

十
二
支（

子
・
丑
・

寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申

・
酉
・
戌
・
亥）

寅

当

。

大
陸

交
流

通

、

姿

日
本

伝

。

那
珂
川
町

世
紀
半

造

駒
形
大
塚
古
墳

、

画
文
帯
四
獣
鏡

世

紀
末

世
紀
初

中

国

作

鏡

出
土

。

鏡

右

計

頭

龍

描

、

見

、

目

開

尻
尾

立

走

姿

。
、

韓
国
慶
州
市

世

紀

造

金

信
墓（

新
羅

将
軍

金

信

墓）

円
墳

、

周

獣
頭
人
身（

頭

動
物

体

人
間）

十
二
支
神
像

浮

彫

護
石

並

。

姿

世
紀
末

造

、

奈
良
県

古
墳

描

壁
画

十
二
支

服
装

細
部

似

、

古
代
朝
鮮

日
本

活
発

交
流

示

。

展
示
会

十
二
支
神
像

拓
本

展
示

。

伝

、

奈
良
時
代

歴
史
書

「
日
本
書
紀」

歌
集「

万
葉
集」

記
述

、

日
本

作

工
芸
品

描

。

今

縁
起

良

動
物

虎
張
子

玩
具

守

、

親

。

寅
年

展
示
会

足

運

、

古
代

人

関
係

考

。

（

風
土
記

丘
資
料
館

学
芸
員

永
森
裕
子）

なかがわ

ゆ
め

キ
ヨ

ハ
ル

ト
キ

タ
ケ

ト
キ

ヨ
シ

ス
ミ

は

の
み
で
す

の

も

ば
と
な
り

さ
も

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

そ
ろ

そ
ろ

み
な
さ
ん
も

を

え

る

を

め
る
こ
ろ
で
し
ょ
う

か

で
は

み

け

を

す
る

を

で
す

の

で
あ
る
ト
ラ
を
と
り

あ
げ
て

の

や

ト
ラ
と

が
ど
の
よ
う
に

わ
っ

て
き
た
の
か
を

な
ど
を
と
お
し
て
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て
い
ま
す

ト
ラ
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で

れ
て
い
る

か
も
し
れ
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せ
ん

が

の
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ん
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ま
せ
ん

し
か
し

や

な
ど
ア
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ア

に

は

く
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く
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で
あ
る
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れ

を

る
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や

の

に

て
は

め
ら
れ
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し
た
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し
て

ト
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た

に
あ
る

ば

に
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い
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ら

め
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ら
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が

し
て
い

ま
す
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は
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り
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の
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ト
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が
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れ
て
お
り
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を
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て

る
ト
ラ
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が
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れ
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に
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に
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あ
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た
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て
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す

で
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こ
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を

し
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ま
す

こ
の
よ
う
に

え
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れ
た
ト
ラ

は

や
が
て

の

や

に

さ
れ

で

ら
れ
た

な
ど
に
も

か
れ
て
い
き

ま
す

で
は

の

い
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し
て

な
ど
の
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お

り
と
な
っ
て

み
な
さ
ん
に
も
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ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
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で

し
ょ
う
か

を
き
っ
か
け
に

ど
う
ぞ

へ

を
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で
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ら
の
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ラ
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の

に

つ
い
て
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て
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あ
い
る

た
い
が

く
う
が

み

お

え
い
た

み
ず
き

め

い

し
ょ
う
ま

く
れ
は

じ
ゅ
う
に
し
ど
う
ぶ
つ

え

と

す

し

し
ん

す
ざ
く

び
ゃ
っ
こ

げ
ん
ぶ

こ
ま
が
た
お
お
つ
か
こ
ふ
ん

が
も
ん
た
い
し
じ
ゅ
う
き
ょ
う

き
む
ゆ
し
ん
ぼ

き
む
ゆ
し
ん

に
ほ
ん
し
ょ
き

と
ら
は
り
こ

り
ょ
う
せ
い

大
山
田
下
郷

（
）

12月 日現在 人口1 の
（住民基本台帳）

男 人（ ）
女 人（ ）
計 人（ ）

世帯数 （ ）

（ ）内 前月 比較

9,745
9,723 16
19,468 24
6,096

－8
－
－
－1

は との

せ
い
り
ゅ
う

ま
ん
よ
う
し
ゅ
う

４

２

３

４

７

７
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－ －企画展

歌川国芳（
～ ） 、武者
絵 名 挙 浮

世絵師 、美人画 風景画、戯画、風刺画
得意 。嘉永 年（ ）

翌年 国芳 制作 「木曽街道六十九駅」
、木曽街道 六十九宿 一宿一図 、始点

終点 江戸 京、 目録 加 全 枚揃
大揃 。

ー 木曽街道 ー 、
名所絵（風景画） 一線 画 構成

見 。 、宿場 風景 画面左上 配
絵 中 小 描 、前面

大 描 歴史説話 歌舞伎 登
場 人物 。 図
木曽路 各宿場 関連 、 連想
物語 描 。 絵 形 外題枠 施

意匠 、前面 物語 関連
。

図 本 ー 「守山 達磨大師」 。
達磨大師 口 蕎麦 、追加
蕎麦 持 小僧 驚 表情 達磨 見

大変 ー 一図 。達磨 行
「面壁九年」 修行 「麺」 、蕎麦 食
達磨 描 。一見、宿場守山
無関係 図 思 、蕎麦 山盛
様子 、「守山」 連想 言葉遊 、

宿場 図 結 。 絵 、僧
達磨 関連 木魚 形 。

国芳 「木曽街道六十九駅」 、言
葉遊 用 様々 物語 宿場

絵画化
、

鑑賞者 知
的遊戯心

工
夫 随所

。
度 、

国芳 画技
最 円熟
時期

制作
「木曽街道
六十九駅」
全作品 紹
介 。
北斎 広重、国貞 描 街道絵 違 、新
国芳 ー 発見 。
那珂川町馬頭広重美術館 学芸員 河野結美

月 日（金）～平成 年 月 日
（月祝）
午前 時 分 午後 時
（但 入館 時 分 ）
月 日、 日、 日、 日～

平成 年 月 日、 日
放映日 月 日

（日） ①午前 時～、②午後 時～ ＮＨＫ教
育 「新日曜美術館」 中 ー ー

ー ー 馬頭広重美術館 紹介

1797
1862

1852

11 27 22 11

30
30

12 14 21 24 28
22

12 20

は
で を げた

ですが や な
ども としていました から
にかけて が した

は の を ずつ と
の と これに を えた

の です
このシリ ズは をテ マとしながらも
いわゆる とは を す が
られます それは の は に

されたコマ の に さく かれるのみで
に きく かれるのは や などに
する たちだということです これらの は

の に する あるいは される
を いたものです コマ の と に

された は の と のあるものになっ
ています
は シリ ズのうち です

が いっぱいに をほおばり の
を ってきた は いた で を つ

めている ユ モラスな です が っ
た の と をかけて を う

が かれているのです とは
な に えますが が りになって

いる から を する びにより
と は びついているのです コマ は

である と のある の をしています
このように の は
びをふんだんに いて な を ごと

に す
ることで

の
を

くすぐる
を に

ちりばめて
います
この は

の
が も
した に

された

を
します
や が いた とは う た

な ワ ルドが されるでしょう

より まで
し は まで

テレビ の のア トシ ン
のコ ナ で が されます

2

7 2

1

9 5
4

1 2 4

9 8

【会 期】

【開館時間】

【休 館 日】

【 放映 知 】テレビ のお らせ

歌川国芳「木曽街道六十九次之内 守山
達磨大師」 川崎・砂子 里資料館蔵の
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